
ゆうちょマチオモイカレンダー検 索
スマートフォンからのアクセスはこちら▶

「わたしのマチオモイ帖」に
込められた想いとは？

カレンダーの絵柄をWebサイトでご紹介。
スマートフォンの壁紙としても

お楽しみください。

日本各地の
クリエイターが

登場！

※祝日法などの改正により、祝日・休日などが一部変更されることがあります。

カレンダーから“はりちょ”が飛び出してくる！

※各月ページにも二次元コードを掲載しています。

※ブラウザにカメラの使用を許可してください。
※カメラが起動しない場合は、スマートフォンが
　最新のOS・ブラウザになっているかご確認ください。

スマートフォンで二次元コード
※
を

読み込み、URLをクリック。 1
ブラウザ内カメラが起動

※
するので、

カレンダーの絵柄部分にかざします。 2はりちょが飛び出てきます。 3
ぜひ、やってみてね！

ゆうちょ銀行
 企業キャラクター 
はりちょ

石川県輪島市白米町『白米帖』

1月  大阪府／住吉帖2月  山口県／くだまつ帖3月  千葉県／きみつ帖4月  岐阜県／御嵩帖5月  北海道／留辺蘂帖6月  愛媛県／久万高原帖

7月  新潟県／五泉帖8月  福島県／双葉帖9月  山梨県／かつぬま帖10月  沖縄県／今帰仁帖11月  鹿児島県／屋久島帖12月  東京都／六本木帖
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日 を々過ごしていたんですが、能登に来てからは新しい自分がスタートしました」と語ります。都会から
きた転校生は、能登の大自然とおおらかな土地の人の輪に飛び込み、人生を切り拓いていきます。「自由
奔放な母を持ったことで得られた経験は私の個性。そして、能登の大自然で育まれた感性が私の土台
となりました」。のびやかで瑞 し々い文章で綴られた自伝『い～じ～大波小波』は、まさに乃波木さん自身の
「マチオモイ帖」です。
　今回、「ゆうちょマチオモイカレンダー2026」の表紙に選ばれたのは、乃波木さんが2018年に撮影した
「白米千枚田」。震災前は、1，004枚もの小さな田が連なる景勝地でした。田植え直後、水を張った田んぼに
空の色が映る一枚です。「普段は何気ない日常の風景を撮るのが好きですが、
あえて、観光地としても知られる千枚田の美しさとその変化を伝えたかった」と
乃波木さん。大きく崩れた場所もあるけれど、再び、稲が実り始めた田んぼもある
ようです。「震災の記憶は、時が経つほどに忘れられていく。仮設住宅での暮らし
を続けている人もたくさんいる。何も変わっていない場所も多い。美しい能登半島
のたくましい姿を、写真とともに思い出してくださるとうれしい」。乃波木さんは、
今日も家族4人で日常を過ごせることに、感謝
していると語ります。

　「その年はなんとなく能登に帰省するのを控えた」と語るのは、中 乃波木さん。202４年元日、臨月を迎え
ていた彼女は、金沢市内の自宅で家族と過ごしていました。そこへ能登半島を襲った大地震。「うちは夫も
能登出身なので、能登での年越しがお決まり。親戚も多く、いつも賑やかなんです」。乃波木さんは被害の
大きかった両実家をサポートしながらも、1月20日、男児を出産。わずか2時間の安産でした。赤ちゃんの
エネルギーが周囲を和ませたことはいうまでもありま
せん。子どもを抱えながらも自分にできることはある
はず、と入院中でもSNSで支援金を募り、退院後は
チャリティ個展を開くなど精力的に支援活動を続け
ました。
　能登との出会いは、乃波木さんが12歳の夏。突然、
陶芸家になると言い出した東京生まれの母に連れ
られ、縁もゆかりもない柳田村（現・能登町）に移住。
「バスが森の奥深くに入っていくにつれ、昔アニメで
見たような風景が広がっていきました。川の音、鳥の
声、満天の星空…。都会にいたときは、なんとなく

12歳の夏に母と能登へ移住。写真家になって20年
余り。現在は男の子二人の母。夫は能登出身の画家。

表紙  石川県輪島市白米町

『白米帖』 
中 乃波木さん
（カメラマン）

なか   　の      は      ぎ

しろ   よね

また田植えが始まる。また稲穂が金色に実る。
Creator’s Machiomoi 2026 Interview

『い～じ～大波小波』／乃波木
出産後、病室にてこの自作本の販売をSNSで呼び
かけ、復興支援のために売り上げを寄付した。

マチオモイ®は、わたしのマチオモイ帖制作委員会の登録商標です。

主催／わたしのマチオモイ帖制作委員会　協力／大阪デザイン振興プラザ（ODP）

ークリエイターの想いがつくるマチー
　「わたしの町にはなにもない」多くの人がそう言いますが、その町には、その人だけの宝ものが
あります。『わたしのマチオモイ帖』は、日本各地のクリエイターがそれぞれの大切な町で育ま
れた想いを、小冊子や映像、ポストカードにして紹介する展覧会活動です。2011年の東日本
大震災後にスタート。2013年からは、ゆうちょ銀行とコラボして「ゆうちょマチオモイカレンダー」
を制作。2021～2022年には、東京・大阪でこれまでの全作品を展示する「10年をありが
とう」展を開催。2023年以降、クリエイターではない方々や子どもたちにもマチオモイ帖づくり
を届けるために展覧会やトークサロンを地道に繰り返し行っています。

2024年3月『わたしのマチオモイ帖 つくってつなぐ展』（大阪南港）の様子。

Creators

1月  大阪府
生まれも育ちも今もずっと

大阪。普段は動物の絵を

よく描いています。齧歯類が

特に好きです。

『住吉帖』 栞子さん
かん  こすみ よし

2月  山口県

『くだまつ帖』 Haiji さん
は  い  じ

山口県下松市出身の

イラストレーター。小さいころ

家族で行った海水浴や

永源山公園が思い出。

3月  千葉県

『きみつ帖』 東海林ミモザさん
し  ょ  う  じ

東京から離島・八丈島へ

移住10年目。子育てしながら

島暮らしを満喫中。数年前

から養蜂を始めました！

4月  岐阜県
岐阜県で採集・栽培した素材

で作った調味料・木工・へちま

たわしなどを販売して暮らして

います。御嵩町在住。

『御嵩帖』 みたけさいとう商店さん
しょうてんみ  たけ

5月  北海道

『留辺蘂帖』 おくだなつみさん
る     べ  しべ

自分探しに訪れた北海道の

大自然に感動し、福岡から

移住。フリーダムアーティスト。

チョコとオオカミが好き。

6月  愛媛県

『久万高原帖』 小山ひなたさん
く     ま   こう げん こ  やま

愛媛の田畑や海を駆け回って

育った、活発すぎるイラスト

レーター兼デザイナー。虫や植物、

生き物はみんな大好きです。

7月  新潟県

『五泉帖』 清野 柊さん
せい  の   しゅうご  せん 

新潟県五泉市生まれの

フォトグラファー。「そこの空気

が感じられる写真」をテーマに

何気ない日常を撮っている。

8月  福島県

『双葉帖』 前田香織さん
まえ  だ    か   おりふた   ば

お祭り大好き！

伝統文化大好き！

生まれ故郷の風習や芸能を、

絵で楽しく伝えます。

9月  山梨県

『かつぬま帖』 並木 淳さん
なみ   き    あつし

山に囲まれた山梨で生まれ

育ち、地元の新聞社グループ

企業でグラフィックデザインを

しています。車が大好きです。

10月  沖縄県

『今帰仁帖』 ヒノアイさん
な     き   じん

沖縄出身。図書館司書を

経て、現在はデザイン業務

を中心に活動。お笑いと

動物が好き。

11月  鹿児島県

『屋久島帖』 西田真菜さん
にし  だ    ま     なや    く   しま

東京生まれ、インドと鎌倉

育ち、イギリス在住。旅と

自然が好き。海外育児奮闘

中のイラストレーター。

12月  東京都

『六本木帖』 沢田ひろみさん
さわ   だろっ ぽん  ぎ

栃木県足利市で生まれ、中学・

高校を長崎市で過ごしました。

夢はバルセロナでガウディの世界

遺産を見尽くすこと。

乃波木さん（左上）と夫で画家の大森慶宣さん。
長男の創晴くん（4歳）、次男の雪晴くん（1歳）

げっ    し   るい


